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Ⅰ 第２次｢島根県子ども読書活動推進計画｣策定にあたって 

１ 計画の基本的な考え方 

（１）計画策定の背景 

 今日の社会は、国際化、情報化、少子高齢化等の急速な進展に伴い、めまぐるしく変化

しています。このような急速な社会の変化は子どもたちの成長に様々な影響を与え、それ

に伴う問題も起こっています。さらに、家庭や地域においてはその教育力の低下が懸念さ

れているところです。 

 そのようななか、読書活動は豊かな感性や情操を育むとともに、子どもたちの知性を高

め、現在や将来の生活を方向付けるなど、人間形成の上で重要です。また、読書を通じて

身につけられる、読解力や思考力、表現力は、自ら課題を見つけ解決しようとする力の向

上につながり、変化の激しい社会を生きていく上で大きな役割を果たします。 

 

 国においては、平成１８年１２月「教育基本法」（※１）、平成１９年６月「学校教育法」

（※２）が改正されたことに伴い、平成２０年６月「図書館法」（※３）の改正が行われまし

た。また、平成１７年７月には、国や自治体が文字・活字文化の振興を総合的に推進する

ための基本的な責務を定めた｢文字・活字文化振興法」（※４）が成立しました。 

子どもの読書活動においては、平成１３年１２月に施行された「子どもの読書活動の推

進に関する法律」（※５）に基づき、国の第２次｢子どもの読書活動の推進に関する基本的な

計画」（※６）が平成２０年３月に策定されました｡ 

 

  ｢子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条では、「地方公共団体は、基本理念にの

っとり、国との連携を図りつつ、その地域の実状を踏まえ、子どもの読書活動の推進に関

する施策を策定し、及び実施する責務を有する」とされています。 

 このことから、県においては、平成１６年３月｢島根県子ども読書活動推進計画」を策定

し、施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的方針及び子どもの読書活動の推進

のための方向や諸方策を示し、関係機関は様々な取組みを行ってきました。 

 このたび、県の第１次｢島根県子ども読書活動推進計画」策定から５年が経過し、また国

の第２次計画が策定されたことから、今までの取組みを振り返り、新たな課題に対処する

ために、第２次｢島根県子ども読書活動推進計画」を策定することとしました。この第２次

計画をもとに、今後５年間、｢子ども読書県しまね」を標榜し、幅広い県民運動として一層

の推進を図りたいと考えます。 

 

 現在、県内では「市町村子ども読書活動推進計画」（以下「市町村推進計画」）を策定

し、地域に応じた子どもの読書活動を推進している市町村がある一方、未策定市町村が多

いことも事実です。しかし、地域の実状に応じた推進活動を行い、市町村の計画的かつ総
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合的な施策を進めていく上で、市町村推進計画は必要不可欠と考えます。 

 以上のことから、この第２次｢島根県子ども読書活動推進計画」が、未策定市町村におい

て市町村推進計画の策定を促し、また、策定する過程においては指針となることを期待し

ています。 

 

（２）読書活動推進の意義 

 読書活動が｢子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないもの」（子どもの

読書活動の推進に関する法律第２条）とするならば、その推進に取組むことがすべての大

人の責務である、と言っても過言ではありません。そのため、島根県では、島根の未来を

担う子どもたちに、確かな「読む力」を育成し充実させるために、第２次｢島根県子ども読

書活動推進計画」を策定し推進していきます。 

 

 「読む力」は「聞く力」「話す力」「書く力」とともに言語力を構成しています。「読む

力」は読書によって培われます。「読書」は平成１６年の文化審議会答申（「これからの

時代に求められる国語力について」）の定義（「読書とは、文学作品を読むことに限らず、

自然科学・社会科学関係の本や新聞・雑誌を読んだり、何かを調べたりするために関係す

る本を読んだりすることなども含めたもの」）のように幅広い意味を持つものと考えてい

ます。 

 

 読書を通じて子どもたちは、生活のなかでは経験できない様々な出来事に出会い、豊か

な言葉の世界に触れることができます。実体験の不足が指摘されているなか、人間や自然

への関心を促します。読書活動を通して、子どもたちは主人公や登場人物の喜びや悲しみ

を一緒になって体験します。感情や状況を読み取り、様々な知識や多様な価値観を学ぶな

かで、想像力や思考力、表現力、感性等が養われ、「豊かな人間性」が育まれます。 

 また、高度情報通信社会では、生涯にわたって「情報リテラシー（情報活用能力）」（※

７）が必要であると認識されてきています。その情報リテラシーの根底にも「読む力」が必

要です。「読む力」をもとに、子どもたちは周囲の人とのコミュニケーションや学習活動

のなかで、分析する力、比較する力等を獲得し、「情報リテラシー（情報活用能力）」を

身につけると考えます。「情報リテラシー（情報活用能力）」は、子どもたちが自ら考え、

行動し、主体的に社会に参加していく上で欠かせないものであり、それは、まさに「生き

る力」と言っていいのではないでしょうか。 

 

 このように島根県では、読書活動を推進することにより「読む力」を獲得させ、「豊か

な人間性」や「情報リテラシー（情報活用能力）」を育むことをねらいとしています。そ

して、これらの力を身につけた子どもたちが成長し、社会を形成することにより島根の地
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域力が育ち、社会生活、文化活動、経済活動などに活力が生まれ、豊かな島根となること

を目指しています。そのために、島根県のすべての子どもがあらゆる機会と場所において、

等しく読書活動ができる「子ども読書県しまね」の気運醸成と環境整備を進める必要があ

ります。 

 

 

（３）基本目標 

◇「子ども読書県しまね」を支える、環境の充実と人材育成 

  ○学校図書館の蔵書の充実・情報基盤整備、「子ども読書活動推進計画」策定を

市町村に働きかけます。 

  ○司書教諭（※８）を計画的に養成するとともに、小・中学校図書館に学校司書（※

９）等の配置をすすめます。 

  ○子ども読書に関わる人たちの養成、研修、活動の場の確保に努めます。 

   

  ◇「子ども読書県しまね｣を支える、連携・連動した読書活動の推進 

    ○学校や図書館、ボランティアサークルの連携を引き続き支援します。 

  ○「ふるさと教育」（※１０）｢放課後子どもプラン」（※１１）等、各種事業の関係

者と連携し、様々な場面で子どもの読書活動を推進します。 

    ○「親子読書（※１２）活動」や「家読（うちどく）」（※１３）等、家庭における読

書活動を推進します。 

 

 ◇ ｢子ども読書県しまね」を支える、読書活動に関する理解と関心の普及 

     ○｢子ども読書県しまね」を標榜し、広く情報発信します。 

○保護者、教員、保育士等に読書活動の理解と関心を促すほか、県立図書館を中

心に司書（※１４）の専門性を活かし、広く読書の重要性を普及啓発していきま

す。 
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（４）今後５年間の基本的な考え方 

この計画の推進には、多くの関係者と機関が連携し、幅広く活動を展開することが必要

である一方、財政健全化が島根県の緊急の課題となっており、限られた行政資源（ひと・

もの・かね）の中で最大の効果を上げる施策展開が求められています。 

本計画では、子どもの読書活動を推進するこの５年間、自立的読書に向かう（「自ら読

む力」を養う）うえで重要な学齢期に焦点を合わせます。学校は、学びの場であり、子ど

もたちが一日の大半を過ごす生活の場でもあります。そこで、多くの子どもたちが本に触

れることができる学校図書館に着目し、義務教育段階における「学校図書館活用教育」（※

１５）を集中的に全県展開することで、この取組みをけん引役にしながら「子ども読書県し

まね」の気運を醸成し、幅広い県民運動に結びつけます。 

 そのために、４つの施策を短期集中して実施します。 

 

○「学校図書館への人材配置」：司書教諭を計画的に養成するとともに、財政支援制度

により学校司書等の配置を市町村に促し、「人のいる図書館」を目指します。 

 ○「人材の専門性を高める人材養成研修」：市町村支援、学校図書館支援を使命とする

県立図書館が、人材養成に専念できる体制を確保し、学校に配置された人材の専門

性が高まるよう、大規模かつ質の高い研修を提供します。 

○「学校図書館の蔵書整備」：市町村に各小・中学校の「学校図書館図書標準」（※１６）

達成を要請しますが、必要な蔵書が確保されるまでの臨時措置として、県立図書館に

団体貸出用図書を一括配備し、小・中学校への貸出を強化します。 

  ○「小・中学校の推進体制促進」：「学校図書館活用教育」を計画的、系統的に推進す

るためには、年間指導計画や教育課程上に位置づけることが必要です。管理職をは

じめとした教職員の意識と理解を深めるための研修を行い、校内体制を整備するこ

とにより県内全ての公立小・中学校での展開を支援します。 

 

 家庭や地域においても、この４つの施策を「けん引役」とし、子どもの読書活動推進の

気運が高まるよう、各機関で連携・連動して取組みを進めます。 

 また、大人一人一人のちょっとした心がけが、子どもと本の世界との出会いを実現させ

ます。身近な大人の読書を楽しむ姿は、子どもと本とを結びつける大切なきっかけとなり

ます。しかも、大人の読書習慣は、子どもに読書を促すだけでなく、大人自身も高まって

いくことを忘れてはいけません。幅広い県民運動の実現による効果は非常に大きく、多岐

にわたると考えています。 

 

（５） 計画期間 

  平成２１年度から平成２５年度までの５カ年計画とし、適宜、必要な見直しを図

ります。  
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２ 第１次「島根県子ども読書活動推進計画」の進捗状況について 

 第１次「島根県子ども読書活動推進計画」策定から５年が経過し、様々な取組みが行わ

れてきましたが、２次計画策定にあたり、今までの取組みを振り返り、検討することが重

要であると考えます。ここでは１次計画の数値目標を中心に振り返ります。具体的内容に

関しては、それぞれの項目の【現状と課題】で触れています。 

 

（数値目標からうかがえる成果） 

  ○県立図書館が実施する親子読書活動への参加者数が大幅に増加した。 

                                     (H15  996人 → H19 2,368人) 

 ○県立図書館から図書館未設置地域等への一括貸出・配本冊数が目標値を大きく  

越えた。                       (H15  20,240冊人 → H19 37,068冊) 

 ○県立図書館が実施する公立図書館職員対象の研修会への参加者数が増加した。     

                             (H15  50人 → H19 178人) 

  ○県立図書館における幼児・児童図書の貸出冊数が大幅に増加した。 

                                          (H15  66,489冊 → H19 99,243冊) 

 数値目標に関しては概ね順調に推移しています。特に数字の向上が顕著なのは県立図書

館に課せられた数値目標です。ただし、よい数値が得られたことは事実ですが、このこと

により、県内全域の子どもの読書活動推進が図られたと簡単には言えません。県立図書館

は県東部にあるため、これら数値が石見・隠岐地域によい効果をもたらすことができたの

かについて一層の検証に取組む必要があります。また、数値目標の項目に妥当性があるの

か、精査する必要があると考えています。 

 

（数値目標からうかがえる課題） 

 ○保護者・ボランティアの協力体制づくりをしている中学校の割合が依然低い。      

                                      (H15  １４％ → H19 １７％) 

 ○県立図書館における幼児・児童図書の購入冊数が伸び悩んでいる。 

                                          (H15  5,040冊人 → H19 5,686冊) 

 ○「学校図書館図書標準」を達成した小・中学校の割合が依然低い。 

                             (H15  小・中あわせ24% → H19 小20% 中21%) 

 ○市町村子ども読書活動推進計画の策定率が低い。  (H15  なし → H19 ３市町)

  第１次計画策定後、厳しい財政状況においても、子どもの読書や学校図書館に関して独

自の施策を展開する市町村がありました。しかし、市町村推進計画に対する取組みには温

度差があり、市町村によって意識の差が顕著になりつつあります。この克服には県民運動

として子どもの読書活動を推進し、県民誰もが読書の重要性を理解する必要があります。

そのために、関係機関が役割を明確にして、一層責任をもって取組みます。      
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Ⅱ 施策の方向と具体的施策 

１ 家庭における子どもの読書活動の推進~みんなで「家読」！Happy  家族！~   
 
 
 
 
 
 

【現状及び課題】 
○テレビ、ビデオ、ゲーム、インターネットなど多様で刺激の強いメディアとの

過剰な接触により、子どもたちの実体験の不足、心身の健康への影響、文字・

活字離れなどの弊害が指摘されています。 
○スポーツ少年団、塾や習い事等、多忙感を感じる子どもが増え、家庭で余裕を

持って過ごす時間がとりにくくなっています。 

○共働きの家庭が増え、親子で過ごす時間や会話が減少している家庭があります。 

○子どもを育てることに不安を感じ、自信を喪失している親、あるいは子育てに

無関心な親などが問題となり、親と子のかかわり方が問われています。 

○乳幼児健診時に絵本を手渡す「ブックスタート」（※１７）事業を実施する市町村

が増えてきました。今後も司書、保健師、読書ボランティア等が連携・協力し、

乳幼児から絵本に親しむ運動を広げていく必要があります。 
○子どもの読書活動の意義と重要性が認識されるようになってきましたが、さら

に｢子ども読書県しまね」の気運を高め、どの家庭にも「家庭での読書」の大切

さを浸透させる必要があります。 

【施策の方向】 
○日常生活のなかで読書習慣づくりをすすめます。 

       ・親子読書での読み聞かせや「家読（うちどく）」など、読書を通したコミュニ

ケーションづくりに関する取組みをホームページ（以下 HP）等、様々なメデ

ィアを通じて広報し、理解を広げます。 

     ・保育士や幼稚園教諭、司書教諭、学校司書等が子どもたちに本の素晴らしさ

を伝えると同時に、保護者に家庭での読書の大切さを啓発し、｢家読｣の気運

を醸成します。 
『参 考』 

    茨城県大子町 HP   
http://www.town.daigo.ibaraki.jp/kurashi/dokusho/keyword/index.html  

 

子どもの生活の基本の場である家庭では、日常生活のなかで自然に読書に親しむことが

できるよう、環境を整えていくことが大切です。親や祖父母、兄弟姉妹による読み聞かせ

や、図書館や公民館等へ出向いておはなし会等の行事に参加するなど、積極的に読書に親

しむ時間を作り、習慣づけを図ることが望まれます。また、読書を通じて親子で本の楽し

さを語り合い、コミュニケーションを深め、読書への関心を高めることも望まれます。 
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・県内各地で「ノーテレビデー」「ノーゲームデー」（※１８）といった、過度の

メディア接触を避ける取組みが行われています。メディアとの接触を絶った

時間は、親子での団欒や読書にあてられるよう、既存の取組みとの連携に努

めます。 

     ・養護教諭と司書教諭・学校司書等の連携により、生活習慣改善と読書普及が

タイアップした活動となるよう、学校に働きかけます。 

『参 考』 

松江市立大谷小学校 HP   
http://www.town.tamayu.shimane.jp/odanisho/no-tv/no-tv-shousai.pdf 

奥出雲町立高田小学校 HP 
      http://www.town.okuizumo.shimane.jp/school/takata_es/ 
 

○家庭教育支援の活動と連携します。 

       ・｢子育てサポーターリーダー｣（※１９）の養成講座、子育て・親育ちの講座など

で、親子読書が親子のコミュニケーションづくりに役立つなど、親子読書の

重要性を普及啓発できるよう、関係機関と連携を図ります。 
     ・青少年家庭課の「しまね家庭の日」（※２０）運動と連携し、県立図書館では読

み聞かせの事業を展開します。 

○ 家庭での読み聞かせや読書の大切さについて保護者の理解を促します。 
・島根県立図書館の市町村への読書普及指導員（※２１）派遣により、学校・幼稚

園・保育所の保護者会などを通じて、「親子読書」や乳幼児期の読み聞かせの

重要性について、啓発活動をさらに広げます。 
○市町村の「ブックスタート」事業を支援し、ブックスタートの理解と普及を図

るための講習会を実施するなど、各市町村の取組みの普及促進に努めます。ま

た、図書館等の読書施設に赤ちゃん向けの絵本コーナーが設置される等、市町

村における乳幼児サービスが向上するよう情報提供や助言を行います。 
【参考指標】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブックスタートの実施県内市町村数 
平成２０年度：１２市町村  →  平成２５年度：２１市町村（１００％） 

１日に３０分以上読書をする子どもの割合 
平成２０年度 小学６年生 ３２．０％ →  平成２５年度 ７０％ 
       中学３年生 ２７．５％ →  平成２５年度 ６０％  

「平成２０年度 全国学力・学習状況調査島根県（公立）の結果」より 
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２ 地域における子どもの読書活動の推進~本があります！いつでもどこでも~  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
（１）地域における子どもの読書活動を推進するための環境の整備、充実 

①県内公立図書館における現状と未設置町村への設置促進 

【現状及び課題】 

○図書館は、子どもが学校外で、読書の楽しさにふれることのできる身近な場所で

あり、地域の総合的な情報の拠点施設として、図書館資料や職員等の整備充実が

不可欠です。本県における公立図書館の設置状況（平成２０年９月現在）は、２

１市町村のうち、市では８市２２館、町では８町１１館の図書館が整備されてい

ますが、４町１村は図書館未設置のために公民館図書室等が地域の中心的な読書

施設となっています。 

○市町村合併により、県内公立図書館の設置率は上昇しましたが、サービス地域が

拡大したことで、より身近な場所で、質の高いサービスが容易に受けられない地

域が依然として多くあります。 

○施設規模、専任職員数、資料費、児童サービス面において各図書館の格差が生じ

ていますが、県内市町立図書館における年間個人貸出総冊数のうち約３７％は児

童書であり、子どもへのサービスに対するニーズは年々拡大する傾向にあります。 

【施策の方向】 

○「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」（※２３）（平成１３年文部科学

省告示３２号）に基づき、県内公立図書館に対して児童サービスに関する知識と

技術を有する担当司書職員の配置を促します。 

○図書館から遠距離にある地域に居住する子どもの読書活動の推進に有効な方法

として移動図書館によるサービスや分館の整備を支援します。 

○未設置町村に対して図書館設置・振興の気運を醸成し、子どもの読書環境の整備

を促します。 

【参考指標】 

 
 

子どもの読書活動を推進するためには、公立図書館のほか、公民館、児童館といった

子どもにとって身近な場所で読書ができる環境を整備していくことが重要です。ＮＰＯ

法人（※２２）等のなかには、社会問題となっている乳幼児期のメディア接触を断つ取組

みをしている団体があります。また、読書ボランティアは、読み聞かせなど子どもが読

書に親しむ機会を提供しており、これからも地域に根ざした役割が期待されています。

平成２０年に図書館法が改正され、そのなかで、教育活動の機会を提供すること、また、

公立図書館は読書ボランティアの支援や、他機関との連携・協力など、地域における子

どもの読書活動推進の中核的な役割を果たすことが求められています。 

県内市町村立図書館等の児童図書の平均購入冊数（分館、公民館図書室を含む） 
平成１９年度：６０５冊  →  平成２５年度：８００冊（１館当たり平均購入冊数）
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②公民館、児童館における読書活動の推進 

     【現状・課題】 

  ○公民館は地域活動の拠点であり、親子が一緒に活動できる社会教育施設です。ま

た、児童館は、児童福祉法に基づく、児童に健全な遊びを与えて、その健康を増

進し、情操を豊かにすることを目的とした施設です。平成２０年度現在、県内  

１１市町村に１９館設置されています。 

○公民館や児童館を拠点とする読書ボランティアが、それぞれの施設や学校で活躍

しています。 

       ○公民館図書室は、図書館未設置町村や図書館が近くに存在しない住民にとって、

重要や役割を果たしています。また、児童館においても、図書室があり、本の閲

覧や貸出が行われています。 

      ○公民館や児童館は「放課後子どもプラン」等で、子どもたちが放課後や長期休業

を過ごす重要な居場所となっており、そのなかで、児童への読み聞かせなどが行

われています。 

     ○公民館や児童館において読書の機会を増やすために、蔵書の充実が求められてい

ます。 

【施策の方向】 

      ○公民館と連携・協力し、読書普及の啓発活動を支援します。 

         ・公民館で行われている読書ボランティアによる読み聞かせ等の読書普及に関す

る公民館活動について、指導・助言・協力します。 

         ・公民館職員や｢放課後子どもプラン」｢ふるさと教育｣｢学校支援地域本部事業」

（※２４）等の事業にかかわるリーダーや指導者に、子どもの読書の意義と重要

性について啓発に努めます。 

         ・市町村図書館職員と公民館職員との連携を促します。 

         ・公民館図書室の支援に引き続き取組みます。 

       ○児童館において、児童が読書に親しむ契機となるような創意工夫をこらした取組

みの充実が図られるよう促します。 

         ・児童厚生員等の研修会において、読書の重要性を取り上げます。 

 
③民間団体・ボランティアの活動に対する支援 
【現状及び課題】 
○公立図書館や公民館等で活躍する読書ボランティアグループが県内各地で活躍

しています。近年、学校で活躍する読書ボランティアが急増し、読書ボランティ

アとしての心構えや技術を磨くボランティア研修が求められています。 
○県立図書館が事務局をつとめる読書ボランティア団体「しまね子どもの読書等推

進の会」（※２５）では、県内１０支部に分かれて活動を行っており、広報紙「し
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まねっと通信」での情報発信、研修会や交流会の開催など、県全域を対象にした

ボランティアネットワークを構築しています。 
○ＮＰＯ法人等のなかには、子育て支援の一環として、特に支援を必要とする乳幼

児の親子を対象に交流の場を設け、近年社会問題となっているメディア接触を断

つ取組みをしている団体もあります。 
【施策の方向】 
○民間団体や企業、読書ボランティア、学校、関連機関などが連携・協力して、さ

らに子どもの読書活動を推進できるよう、活動の場の提供や情報提供をして支援

します。また、県立図書館の市町村読書普及研修会や、「子どもゆめ基金」（※２６）

を活用した研修会・交流会を県内各地で開催し、読書ボランティアの育成、ネッ

トワークの促進に努めます。 
○「子どもゆめ基金」「子ども読書応援プロジェクト」（※２７）などの活用を市町村

に促し、市町村の読書ボランティア活動の推進を図ります。 
○県立図書館の読書普及指導員を市町村に派遣し、読書ボランティアの指導・助言

をします。将来的には、その地域のリーダーとして活躍できるようにボランティ

ア養成の支援をします。 
【参考指標】 

 
 

 
 
（２）県立図書館における子どもの読書活動を推進するための環境の整備、  

充実 
①県立図書館における子ども読書センター機能の充実 
【現状及び課題】 
○県立図書館はこどもしつ・ジュニアコーナーにおいて、定評のある児童書やヤン

グアダルト（※２８）資料、子どもの読書に関する研究資料を収集し、個人貸出及

び市町村図書館、学校図書館へ団体貸出をしています。 
○レファレンスサービス（※２９）や各種行事等の経験を生かして、保護者や保育士・

教員等からの子どもの読書に関する相談や市町村図書館からの相談要請に助言、

支援を行っています。 
【施策の方向】 
○県立図書館は、県内の子ども読書センター機能を果たすため、子どもの読書活動

に必要な資料及び情報が提供できる総合的な環境づくりに努めます。 

・評価の高い児童書やヤングアダルト資料の収集、子どもの読書に関する研究資

料の網羅的な収集に努め、学校・幼稚園・保育所や市町村図書館、子どもの読

県立図書館が主催する研修への読書ボランティアの参加人数 
  毎年延べ３００人以上（Ｈ１８年度：約３００人 平成１９年度：約５００人）
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書活動を支える団体、個人を支援します。 
・特別な支援を必要とする子どもに対して、ライトハウスライブラリー（※３０）、

朗読ボランティア等と連携・協力し、録音資料、点字資料、大活字本（※３１）、

布の絵本等の資料の提供や、読み聞かせなどのサービスを提供します。 
・県内在住外国人の子どもの読書活動を支援するため、関連機関と連携・協力し、

外国語資料の収集・提供、利用案内等のサービスを行います。また、翻訳され

た絵本や外国に関する資料等を充実し、国際理解が深まるよう努めます。 
○県立図書館は、家庭・学校・地域と連携・協力して読書活動を推進します。 
・学校における読書活動や「総合的な学習の時間」（※３２）、調べ学習等による図

書館を活用した学習への支援として、学校図書館や公立図書館に資料やレファ

レンスサービスを提供します。また、職場体験や県立図書館探検などの機会も

提供します。 
・家庭での読み聞かせや子どもの読書を支えるレファレンスサービスの充実を図

ります。また、各種行事等様々な経験を生かして、保護者や保育士等からの子

どもの読書に関する相談に適切な助言・支援を行います。 
・「おすすめしたいこどものほん」（※３３）のリストを作成し、県・市町村の関係

各課と連携して、母子手帳配布時や乳幼児検診時などでもリストの配布に努め

ます。また、リスト掲載図書を県立図書館及び県内公立図書館等で毎年巡回展

示し、児童書への理解や感心を深めるための機会を提供します。 
・調べ学習用パスファインダー（※３４）やテーマ絵本リストを作成し、HP 上で公

開して、小・中・高校生の学習活動への支援や、教職員、保護者、子どもの読

書にかかわる研究者、ボランティアなどの活動を支援します。 
【参考指標】 

 
 
 

『参 考』 
 山口県立山口図書館子ども読書支援センター 

       http://www.library.pref.yamaguchi.lg.jp/ 
 

②県立図書館による市町村図書館等への資料、整備等の支援 

【現状及び課題】 

○昭和５４年から、子どもの健やかな心の成長と育成に資するため親子読書普及活

動の推進を図っています。本事業は２年毎に市町村をモデル指定し、重点的に読

書普及指導員の派遣、資料提供等の支援を行うものであり、現在の２１市町村す

べて指定を受けたことになりますが、旧市町村でみてみると支援が行き届いてい

県立図書館こども室・ジュニアコーナーの蔵書冊数 
平成１９年度：58,231 冊 → 平成２５年度：70,000 冊（約 1.2 倍） 
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ない地域があり、今後も全県内において一層の定着化が望まれます。 

○協力巡回により市町村図書館を定期的に巡回し、児童サービスに関する相談や資

料の貸出等に対して協力・連携を図っています。 

○県立図書館から県内の市町立図書館、町村図書取次施設（※３５）に対し、貸出・

返却にかかる費用を県立図書館が全額負担して、週１回の頻度で宅配による相

互貸借資料の搬送を実施しています。 

【施策の方向】 

○読み聞かせを通して親子のふれあいを育む親子読書活動の普及に関して長期的

に取組み、拡大及び強化を図ります。また、モデル市町村以外の市町村に対して

も、要請に応じた読書普及指導員の派遣を行います。さらに、広くこの活動を周

知するため図書館だよりやＨＰへの掲載、関係機関へチラシを配布するなど広報

に努めます。 

○協力巡回時に、選書、目録作成、子どもの読書活動の方策等、乳幼児からヤング

アダルトまでを対象とした児童サービス全般について、その図書館に適した助

言・情報提供等を行い、県内公立図書館等の児童サービスが充実するよう支援 

に努めます。 

○県内公立図書館及び未設置町村には、一定量の図書を貸出する一括貸出による資

料支援を促進します。 

 

   ③県立図書館による学校及び学校図書館への支援 

【現状及び課題】 
○小・中学校へは、市町村図書館を通じた貸出やレファレンスサービス、市町村一

括貸出や団体貸出による資料支援を行っています。 
○高等学校、特別支援学校、県立大学等から依頼のあった資料は、貸出・返却にか

かる費用を県立図書館が全額負担して、週１回の頻度で搬送しています。 
   ○「学校図書館活用教育」推進のため、支援機能が求められています。 
【施策の方向】 
○「県立図書館機能強化事業」（※３６）により、小・中学校向けの団体貸出を強化

します。 
・市町村一括貸出や団体貸出による資料支援を続けて行うとともに、各小・中学

校に充分な図書が整備されるまでの臨時措置として、小・中学校向け図書パッ

ケージを整備し、資料支援を行います。 
○高等学校・特別支援学校、県立大学等への相互貸借とレファレンスサービスを強

化します。 
○県立図書館での職場体験学習受入、家庭科における保育の時間等への読書普及指

導員派遣など、学習活動に必要な支援を行います。 
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【参考指標】 

 

 

 

 

④司書等を対象とする人材育成研修の充実、強化 

【現状及び課題】 

○図書館の運営、サービスの質の向上等、司書職員の果たす役割は極めて大きいため、

図書館職員は十分な経験と研修を積み重ねることが求められています。そして、多

様化・高度化する子どもの読書相談に対応するためには、児童サービスに関する専

門的な知識や技術が必要です。 

○公立図書館職員向けに初任職員研修や専門的知識技術の習得のための専門研修、

及びボランティアも対象とした読書普及研修会を実施しています。 

【施策の方向】 

○県立図書館における実践で蓄積した経験や知識、あるいは全国的な研修会に参加し

て得た新しい情報や知識等を市町村図書館や学校図書館にフィードバックします。 

・体系的な研修体制を構築し、初任者研修・専門研修の開催等、図書館の専門的サ

ービスを支える司書職員の資質の向上を促進します。 

・「学校司書等配置事業」（※３７）などで学校図書館に配置される学校司書、読

書ヘルパー（※３８）等の専門性を高めるための人材養成研修を行います。 

・公立図書館職員向けのあらゆる研修に、学校司書等の受入を行います。 

     ・子どもの読書活動を幅広い県民運動として推進するための読書ボランティアを

発掘し、養成するための研修を行います。また、将来的にはその地域を拠点と

して、新規ボランティアへの助言・指導ができる読書ボランティアリーダーの養

成を支援します。 

 

 

 

 

 

 

県立図書館における児童図書の団体への貸出冊数 
平成１９年度：８４,６０９冊  →  平成２５年度：１００,０００冊 
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３ 学校等における子どもの読書活動の推進  ～学ぶ楽しさ、体感！実感！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)学校等における読書指導の充実 

①幼稚園・保育所における子どもの読書活動の推進 

   【現状及び課題】 

    ○生涯を通じた読書習慣を身に付けるため、絵本コーナーの設置など、幼児期に読書

の楽しさと出会う機会を提供するような読書環境の整備が図られています。 

    ○幼児期に、絵本や物語に接する機会を通して、読書の楽しさと出会えるよう、幼稚

園・保育所において、絵本の読み聞かせや貸出が行われています。 

     ○絵本や物語を身近なものと感じられるような、親しみやすい雰囲気の絵本コーナー

の設置や充実が必要です。 

   【施策の方向】 

 ○家庭での読み聞かせなど、絵本や物語と出会うことの重要性について、保護者を啓

発していく運動を促します。 

       ○絵本コーナーを確保するとともに、各発達段階に応じた図書の選定について配慮が   

なされるよう働きかけます。 

○絵本や物語を身近なものと感じられるような、親しみやすい雰囲気の絵本コーナー

の設置、充実を促します。 

 

 

子どもたちは、生活時間の大半を学校で過ごします。学校は、子どもにとって学習や

体験の場であることはもちろん、同年齢・異年齢の友人や教師等とふれあい、豊かな知

性と情緒を育んでいく場であるといえます。 

学校では、授業や特別活動の中で読書指導や読書普及活動が行われています。また、

朝の読書など、子どもたちが主体的に本とふれあう時間も確保されるようになってきて

います。このように、子どもたちが読書習慣を確立し、読書の幅を拡げていく上で学校

は大きな役割を担っています。 

一方、学校図書館の存在は、読書の場であるだけでなく、子どもたちの主体的な学習

活動を支援するとともに、情報リテラシー（情報活用能力）を育成し、将来にわたる「学

び方」「学ぶ楽しみ」を身に付けさせるうえで大きな役割を担っています。 

 先に改正された学校教育法及び学校図書館法、新しい学習指導要領においても、読書

や学校図書館の重要性が明確に位置づけられています。特に、新しい学習指導要領では、

「問題解決学習の重視」とともに全教科にわたる「言語活動の充実」が大きな柱となっ

ており、言葉の力が「確かな学力」の基盤として位置づけられています。 

このような点から、学校と学校図書館に対する期待はますます高まってきています。 
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②小・中・高校における子どもの読書活動の推進 

   【現状及び課題】 

 ○現在、ほとんどの小・中学校が、全校一斉の読書活動を始業前に取組んでいて、落

ち着いた雰囲気で１日をスタートさせることができるようになってきています。今

後は、読書習慣の定着につなげるような指導が必要です。 

 ○ボランティアの協力も得ながら、読み聞かせなど、子どもの読書への意欲を高める

活動が浸透してきています。教職員が積極的に取組む姿勢をつくっていくことも必

要です。 

    ○県立高校では約半数にあたる２２校が、特別支援学校では２校が、毎日又は定期的

に朝の時間帯に読書活動を実施しています。また、読書会やブックリストの作成な

ど、各学校の特色を生かした取組みが進められています。 

  【施策の方向】 

       ○全校一斉の読書活動について、一層の充実を図ります。また、各教科、特別活動及

び総合的な学習の時間など、様々な教育活動を通して読書活動の推進を図ります。 

【参考指標】 

    

 

 

 

 

③障害のある子どもの読書活動の推進 

【現状及び課題】 
○学校では児童生徒一人一人の障害の状態や発達段階、興味関心に合わせた読書活

動を行うように努めています。 
○県立図書館の団体貸出を利用して校内の読書活動を推進し、各教科、領域、総合

的な学習の時間等のなかで、教職員等との１対１、あるいは小集団による読み聞

かせや読書活動を実施しています。 
○児童生徒の実態が多様化しており、より実態に即した図書の提供が求められてい

ます。 
○公立図書館へ出かけ、図書館の利用の仕方を学んだり、調べ学習や読書活動を行

ったりしている学校もあります。また、児童生徒によっては、余暇の過ごし方の

一つの方法として公立図書館を利用することを指導し、生涯にわたって読書を楽

しむことができるように働きかけています。 
○児童生徒の実態に合わせて、点字本や大型絵本、布の絵本、紙芝居、パネルシア

ター、デイジー図書（※４０）等を活用するなどの創意工夫が一層求められます。 
○一人一人の子どもの豊かな読書活動推進のために、家庭や地域、関係機関等と連

全校一斉の読書活動を始業前に取組んでいる学校の割合 
平成２０年度：小学校９８．０％  →  平成２５年度：小学校１００％ 
       中学校８７．３％             中学校１００％ 

「平成２０年度学校図書館の現状に関する調査」（※３９）より 
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携を図りながら進める必要があります。 
【施策の方向】 
○読書の楽しさと出会い、読書習慣を育てていくために、教育活動の中で一人一人に

合った豊かな読書活動が体験できるように働きかけます。 
○読書が自己の人生を豊かにする活動となるよう、学校、家庭、地域、関係機関等と

の連携を図ります。 
 

④家庭・地域との連携による読書活動の推進 

    【現状及び課題】 

○ボランティア等の協力を得ての読み聞かせや学校図書館の整備等、家庭や地域と連

携した活動が行われています。 

   【施策の方向】 

    ○家庭や地域と協力しながら、子どもたちへの読み聞かせや、蔵書の整備、図書館

資料の有効活用等の取組みが、学校が主体となって行われるよう働きかけます。 

 

⑤「学校図書館活用教育」の推進 

   【現状及び課題】 

      ○「学校図書館法 第１条」において、学校図書館は「学校教育において欠くこと

のできない基礎的な設備である」と位置付けられています。また、「第２条」で

は、「学校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な教養を

育成することを目的として設けられる学校の設備」と定義されています。 

    ○学習指導要領の「総則」において、「学校図書館を計画的に利用しその機能の活

用を図り、児童の主体的、意欲的な学習活動や読書活動を充実すること」と、学

校図書館の利活用を図るように示されています。 

○学校図書館は従来、「読書センター」（※４１）としての機能に重点が置かれてきま

したが、学習を支える「学習・情報センター」（※４２）としての機能の充実が強く

求められるようになっています。 

○児童生徒の想像力を培い、学習に対する興味・関心を呼び起こし、豊かな心を育

む自由な読書活動や読書指導が、「読書センター」としての機能と考えられてい

ます。読書に親しむきっかけを与えることや、自由に本を選び、静かに読みふけ

る場を提供したり、様々な本を紹介して、読書の楽しさを伝えたりすることなど

を具体的な活用の方法として挙げることができます。 

○児童生徒の自発的、主体的な学習活動を支援するとともに、各教科等の学習に活

用され教育課程の中で日常化することが、「学習・情報センター」としての機能

と考えられています。図書館資料を使って授業を行うなどの日常的な指導、資料

を集めて読み取り、考えをまとめて発表するなどの主体的な学習の支援、情報の
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探し方・資料の使い方の指導、学習に使用する資料や学習の成果物などを蓄積し、

必要に応じて発信することなどを、具体的な活用の方法として挙げることができ

ます。 

○「読書センター」と「学習・情報センター」の機能をともに活用して高めながら、

「豊かな人間性」と「情報活用能力（情報リテラシー）」を身に付けた児童生徒

に育てていくことが必要です。 

○学校図書館には、研究文献や指導資料、教材として使える図書などを集めて使え

るようにしたり、レファレンスや取り寄せ等を行ったりと、教職員をサポートす

る機能もありますが、十分に発揮されていないのが実情です。 

○学校図書館の機能を発揮させるためには、学校図書館を学校教育の中核に置き、

全ての学習の情報基盤と位置付け、資料や情報の利用と、利用するための指導（図

書館の利用指導、情報活用能力を育成するための指導）の両面の指導を行うこと

が必要です。また、教員も指導の改善・充実させるために、学校図書館の機能を

有効に活用する意識をもつことが大事です。 

○学習活動において、学校図書館の活用は十分であるとは言えません。 

○授業で活用できるだけの図書資料の整備は、まだ十分とはいえません。 

  【施策の方向】 

○学校図書館の蔵書を充実させることが必要です。各市町村に対して、学校図書館

図書標準を早期達成するよう要請します。 

    ○蔵書が整備されるまでの措置として、県立図書館が行っている団体貸出の利用を

周知し、それを活用して蔵書の充実を図るよう働きかけます。 

○学校図書館にある蔵書や資料が活用を図られるためには、専門的な知識をもった

学校司書等の存在が不可欠です。学校司書等の配置の必要性や重要性を市町村に

説明し、要請していきます。 

○「学校司書等配置事業」を通して、小・中学校に学校司書等を配置する市町村に

対し財政的支援を行い、人のいる学校図書館を目指します。 

○「学校図書館活用教育」を行っていくためには、教育課程上への位置付けや地域

や学校の実態に応じた年間指導計画の作成など、学校図書館活用教育のコーディ

ネートをしていく司書教諭がその中心的な役割を果たしていかなければなりませ

ん。「学校図書館司書教諭講習」（※４３）を開設したり、放送大学の「学校図書館

司書教諭講習」（※４４）の受講を奨励したりして、司書教諭の育成を図ります。ま

た、未発令の学校についても、資格をもった教員がいるときには司書教諭として

発令するよう働きかけます。 

○新たな司書教諭養成に加え、司書教諭の有資格者を対象とする研修等の機会を充

実します。 
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○また、学校全体の学校図書館活用教育をコーディネートする司書教諭と、学校図

書館に配置された学校司書等とが連携し、学校一丸となって進めていくためには、

何よりも管理職の理解が必要です。管理職研修等の場を利用して、「学校図書館

活用教育」の重要性を繰り返し伝えていきます。 

 【参考指標】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（２）学校等における子どもの読書活動を推進するための環境の整備、充実 

①幼稚園・保育所等における読書環境の整備、充実 

     【現状及び課題】 

    ○生涯を通じた読書習慣を身に付けるため、絵本コーナーの設置など、幼児期に読 

書の楽しさと出会う機会を提供するような読書環境の整備が図られています 

（再掲） 

      ○幼児期に、絵本や物語に接する機会を通して、読書の楽しさと出会えるよう、幼

稚園・保育所において、絵本の読み聞かせや貸出が行われています。（再掲） 

       ○絵本や物語を身近なものと感じられるような、親しみやすい雰囲気の絵本コーナ

ーの設置や充実が必要です。（再掲） 

     【施策の方向】 

 ○家庭での読み聞かせなど、絵本や物語と出会うことの重要性について、保護者を

啓発していく運動を促します。（再掲） 

         ○絵本コーナーを確保するとともに、各発達段階に応じた図書の選定について配慮

がなされるよう働きかけます。（再掲） 

○絵本や物語を身近なものと感じられるような、親しみやすい雰囲気の絵本コーナ

ーの設置、充実を促します。（再掲） 

   

②学校図書館における環境整備、充実 

     【現状及び課題】 

       ○子どもの豊かな読書活動や主体的な学習活動を支援するのに十分な図書資料の

充実が必要です。 

 

司書教諭配置率（小・中合計） 
平成２０年度： ５８．７％  →  平成２５年度： １００％  
   「平成２０年度学校図書館司書教諭に関する調査」（県教委実施）より 

学校図書館を活用した授業を計画的に行っている学校の割合 

平成２０年度  小学校４６．８％  →  平成２５年度  小学校７０％

        中学校２８．３％  →          中学校５０％

「平成２０年度 全国学力・学習状況調査島根県（公立）の結果」より
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       ○県内の公立小・中学校のうち、学校図書館図書標準を満たしている学校の割合は、

小学校が２２.６％、中学校が１８.９％です。 

（「平成２０年度学校図書館の現状に関する調査」より） 

      ○県立高校・特別支援学校においても、生徒一人当たりの蔵書数や整備状況には学

校間の格差が見られます。 

   【施策の方向】 

○学校図書館の蔵書を充実させることが必要です。各市町村に対して、学校図書館

図書標準を早期達成するよう要請します。（再掲） 

○各小・中学校に充分な図書が整備されるまでの臨時措置として、小・中学校向け

図書パッケージを整備し、資料支援を行います。（再掲）  

○廃棄基準に照らし合わせ、蔵書が適切に廃棄されるよう、市町村に対して要請し

ます 

【参考指標】 

 
 
 

    

 

③学校図書館のネットワーク化 

    【現状及び課題】 

      ○コンピュータやマルチメディア機器の導入が進められていますが、蔵書のデータ

ベース化（※４５）など、その機器を有効に活用していくことが必要です。 

    ○データベース化をすすめ、他校の図書館や公立図書館とのネットワークを整備し、

資料収集を共有化することを検討していく必要があります。 

   【施策の方向】 

○学校と公立図書館や学校相互間での、各種図書資料や情報などの共同利用につい

て検討します。 

 

④学校図書館への人的配置の推進 

    【現状及び課題】 

    ○１２学級以上の学校ではすべて司書教諭が発令されていますが、学校図書館活動

の中心的役割を担うためには、司書教諭の業務の明確化、校内体制の充実が必要

です。 

     ○１１学級以下の規模でも司書教諭が発令されている学校がありますが、資格取得

者の数は十分とはいえず、配置状況にも偏りがあります。 

     ○学校司書等の配置について検討していく必要があります。 

学校図書館図書標準を達成している学校の割合 

平成２０年度  小学校２２．６％  →  平成２５年度  小学校５０％ 

        中学校１８．９％  →          中学校５０％ 

「平成２０年度学校図書館の現状に関する調査」より
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   【施策の方向】 

○学校図書館にある蔵書や資料が活用を図られるためには、専門的な知識をもった

学校司書等の存在が不可欠です。学校司書等の配置の必要性や重要性を市町村に

説明し、要請していきます。（再掲） 

○「学校司書等配置事業」を通して、小・中学校に学校司書等を配置する市町村に

対し財政的支援を行い、人のいる学校図書館を目指します。（再掲） 

      ○「司書教諭講習」を開講したり、放送大学の受講を薦めたりして、司書教諭の養

成に努めます。 

○教育センターと連携して、学校図書館活用教育の理論と実践を学ぶ「学校図書館

活用講座」（※４６）の受講を薦め、専門性を高めます。 

    ○「県立図書館機能強化事業」をはじめとし、県立図書館等と連携して、学校司書

等に対しての人材養成研修を行い、専門性を高めます。 

      ○「学校図書館活用教育」を学校の中核にするためには、まず、管理職がその重要

性・必要性についてしっかりと理解することが重要です。その理解のもと、学校

図書館の機能が発揮できるような学校体制、人的体制を整えるよう、管理職研修

等の機会を使って働きかけます。 

 『関連事業』 

    ・文部科学省委託事業「学校図書館司書教諭講習」の実施 

・放送大学「学校図書館司書教諭講習」受講の奨励 

 

４ 図書館間協力等の推進 

（１）公立図書館と学校図書館との連携 

【現状及び課題】 

○松江市、出雲市、川本町では、独自の「子ども読書活動推進計画」を作成し、教育

委員会や図書館内に学校図書館支援を支援するための体制を整備しています。 

○浜田市や吉賀町などの自治体では、移動図書館車を運行し、域内の保育所や小学校

等を定期的に巡回しています。 

【施策の方向】 

○市町村教育委員会を中心に、学校図書館を支援するセンター等が整備されることを

働きかけます。 

○県立図書館は、県内公立図書館と連携し、地域の小・中学校に対して資料の貸出等

の支援をします。 

 

（２）図書館等の連携・協力 

【現状及び課題】 

○県立図書館は、県内公立図書館に対して、相互貸借や一括貸出等の連携体制を整備
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し、定期的に巡回を行っています。 

○各図書館ともに資料購入費が十分でない現状のなかで、限られた資料を県全体で有

効に活用する必要があります。 

○現在、県内公立図書館等の施設で電算化を行っているのは２７館ですが、そのうち

インターネットを利用して自館の蔵書を公開している図書館は１２館であり、更な

る図書館の情報化の促進が求められます。 

【施策の方向】 

○県立図書館は、充実した連携・協力体制を強化するために、巡回時に相互貸借や児

童サービスに関する読書相談に応じる等、図書館間の相互理解を深めるようより一

層努めます。 

○県立図書館は、資料の検索手段の向上と有効活用を図るため、県内図書館の蔵書情

報を一括して検索することのできる情報ネットワークシステムを構築します。ま

た、ＷｅｂＯＰＡＣ（※４７）から資料提供へとつなげられるよう、信頼性が高く役

立つ情報を得られるようＨＰの充実に努めます。 

○県内高等学校や大学、または県内公立図書館間の相互貸借を支援することのでき

る物流システムを構築します。 
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　　　　　・司書教諭　学校司書等   

　　　　　　・校内体制の整備

　　　　　・管理職のリーダーシップ

            ・ 教職員の共通理解

   　県立図書館機能強化事業学校司書等配置事業

考えるために読む知るために読む

学校図書館

○読書センターとしての機能
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・
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Ⅲ 計画の推進 

１  読書活動推進体制の整備 

（１）県における推進体制の整備 

【現状及び課題】 

○県教育委員会、関係部局、学校図書館、市町村立図書館、社会教育関係者、読書ボ

ランティア等からなる「島根県子ども読書活動推進会議｣（※４８）を設置し、｢島根

県子ども読書活動推進計画」の策定や進行管理、県内の子ども読書活動推進のため

の取組みについて協議しています。 

○｢島根県子ども読書活動推進会議」の取組みや優れた実践を広報するなど、｢子ども

読書県しまね」にむけた気運醸成を図る必要があります。 

【施策の方向】 

○情報を共有し、関係団体が互いに連携・協力して、子どもの読書活動の推進と｢子

ども読書県しまね」の気運醸成に引き続き取組みます。 

      ・引き続き「島根県子ども読書活動推進会議」を定期的に開催し、取組みや実践に

ついて検証、評価を行います。 

      ・｢島根県子ども読書活動推進会議」で協議された内容や県での取組みの状況をＨＰ

等で公表し、各機関が連携したり、参考にしたりしやすいように努めます。 

      ・「ふるさと納税制度」（※４９）により集まった寄附金を、県と市町村が連携して実

施する子どもの読書活動推進のための事業費として用います。 

『参 考』 

島根県生涯学習課ＨＰ    
http://www.pref.shimane.lg.jp/shogaigakushuu/kodomodokusyo/  

島根県立図書館ＨＰ      http://www.pref.shimane.lg.jp/toshokan/  
 
（２）市町村との連携の強化 

 【現状及び課題】 

○県内の隅々まで子ども読書の大切さを普及させ、｢子ども読書県しまね」を実現さ

せるためには市町村の協力が欠かせません。そのためには「市町村推進計画｣を策定

し、地域に応じた推進施策に取組む必要があります。しかし、｢推進計画｣を策定し

ている市町村は２１市町村中３市町にとどまっています。 

○そのために「市町村推進計画」策定を積極的に働きかける必要があります。 

○子ども読書活動推進にかかる文部科学省委託事業等の支援を行っていますが、さら

に市町村に働きかける必要があります。 
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 【施策の方向】 

○市町村との連携を図り、その支援に努めます。 

      ・「島根県子ども読書活動推進計画」を市町村に説明し、市町村での策定を働きかけ

ます。また、市町村の子ども読書活動担当者との連携を一層図ります。 

・県生涯学習課、県立図書館は全ての市町村が推進計画を策定することを最終目標

とし、策定に関する情報提供や助言等の窓口を明確にします。また、県立図書館の

協力巡回などで、市町村の支援を行います。 
子ども読書活動推進計画担当窓口 

・ 県生涯学習課        0852-22-6485 

・ 島根県立図書館 こどもしつ 0852-22-5746 

・ 島根県立図書館 館外奉仕室 0852-22-5729（巡回担当） 

・各種委託事業等が円滑に行えるよう、情報提供等の支援や専門的指導を引き続き行

います。また、その成果を広報します。 
  【参考指標】 

 
  
 
 
（３）民間団体との連携・協力 

 【現状及び課題】 

○県内読書ボランティアは子どもの読書活動への理解や関心を広め、読書に親しむ機

会の提供をするなど、子どもの読書活動推進になくてはならない存在となっていま

す。  
○文部科学省委託事業等において、その地域の中心となり活躍している読書ボランテ

ィアもいます。 

○研修や情報交換の機会を増やし、ボランティアや団体同士のネットワークを構築す

る必要があります。 

○研修等で学んだ技術を、発揮する場を確保する必要があります。 

  【施策の方向】 

○情報提供に努めるほか、活動の場の提供を支援します。 

  ・県立図書館が主催する研修だけでなく、県内市町村で開催される研修や講演会、

団体の実践活動を一括集約してＨＰで提供・広報する体制を整備します。 

      ・ＰＴＡ、子ども会等の民間団体においても、読書活動の意義や重要性を学ぶ機会

が増えるよう関係機関との連携を図ります。 

      ・活動の場の確保のため、市町村や、地域の図書館・公民館等の社会教育施設職員

に対し、読書ボランティア活動の重要性の啓発に努めます。 

「市町村の子ども読書活動推進計画」策定率（県内２１市町村のうち） 
平成２０年度：１４.３％（２市１町） → 平成２５年度：５０％ 
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２  啓発・広報 
（１）「子ども読書の日」を中心とした啓発広報の推進 
【現状及び課題】 
○国は、平成１７年には「文字・活字文化振興法」を制定し、平成２２年を新たに「国

民読書年」（※５０）と定め、読書の気運醸成を一層推進しています。 
○「子ども読書の日」（※５１）の趣旨に基づき、平成２０年度には県内１４市町村で読

書会や絵本を楽しむ会などの活動が行われています。 

○「読書週間」（※５２）や「しまね教育の日」（※５３）にあわせ、「しまね子ども読書

フェスティバル」を毎年１ヶ所開催しています。 

○読書活動への理解、取組みに関しての地域差を解消し、県民運動としての｢子ども読

書県しまね」の気運醸成を図る必要があります。 

『参 考』 
2007 しまね子ども読書フェスティバル in 益田      

http://www.pref.shimane.lg.jp/shogaigakushuu/kodomodokusyo/H19kodomodo
kusyo.html  

文部科学省子ども読書推進ＨＰ  

http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/dokusyo/index.htm  
【施策の方向】 
○国の広報事業と連携して、今後も県内各地で、図書館、学校、ボランティアなどが

連携・協力し、「子ども読書の日」の趣旨にふさわしい事業を実施するとともに、「文

字・活字文化の日」（１０月２７日）、平成２２年「国民読書年」においても、趣旨

にふさわしい事業に取組み、子どもの読書活動の推進に向けた気運を高め、啓発・

広報を一層推進します。 
 
『参  考』：「国際子どもの本の日」（４月２日）（※５４）、「子ども読書の日」（４月２３

日）、「こどもの読書週間」（４月２３日～５月１２日）（※５５）、「学校図書館の日」（６

月１１日）（※５６）、「文字・活字文化の日」（１０月２７日）、「読書週間」（１０月２７

日～１１月９日）、「しまね教育の日」（１１月１日）、「しまね教育ウィーク」（１１月１

日～１１月７日）（※５７）においても、子どもの読書活動への関心を高める取組みをし、

啓発広報を推進します。 
 
○｢子ども読書県しまね」をスローガンに、全県的な啓発・広報に努めます｡ 

    ・関係機関、民間団体と連携しながら、ポスターやリーフレットの配布など全県的な   

啓発・広報に努めます。 
  ・また、児童や生徒を対象とした読書に関する様々なコンクールや、周知キャンペ

ーンの実施、読書活動推進にむけたキャッチコピー募集などを検討します。 
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     ・引き続き、市町村や地域の図書館に「子ども読書の日」や「読書週間」、「しまね教

育の日」の主旨に沿った活動を推進するよう働きかけます。 

・「しまね子ども読書フェスティバル」のあり方を検討し、図書館で活動する読書ボ

ランティアのほか、学校図書館での取組みや実践活動を紹介し、学校図書館関係者

の参加を促します。     
・ＨＰや県広報誌で広報するほか、新聞社、テレビ局等に取材を依頼します。 

   ・ケーブルＴＶ等、地域に密着したマスコミを通じた啓発・広報を市町村に促します。 
【参考指標】 
  
 
 

 
 
 
（２）各種情報の収集と提供 
【現状及び課題】 
○各図書館、学校、読書ボランティアの取組みは、様々な手段で広報されていますが

一元化されておらず、優れた取組みの情報がその地域だけにとどまっている状況が

あります｡    
○「子ども読書県しまね」の趣旨を広く県内に浸透させるためには、シンボル的な情

報窓口が必要と考えます。 

  【施策の方向】 
○学校、図書館、地域における活動の情報を収集し、広く情報発信します。 

     ・「ふるさと教育｣や｢放課後子どもプラン」等、関連のある事業の関係機関に、子ど   

もの読書に関しての情報を提供できる機会を増やしてもらうよう働きかけます。 

   ・県内のみならず県外の先進事例についても紹介します。 

○市町村や民間団体、学校などでも子ども読書活動に関する各種情報の提供を進めて

いくよう促します。また、ＨＰを未設置の公立図書館にはその開設に努めるよう呼

びかけます。 
 

（３）優れた取組みの奨励 

   【現状及び課題】 

    ○国において「子どもの読書活動優秀実践校、図書館・団体(者）」の文部科学大臣表  

彰制度があり、県はその推薦を行っています。 

    ○特色ある、優れた実践を広く県民に紹介していく必要があります。 

  

「子ども読書の日」（４月２３日）に関連して、読書啓発活動に取組んだ市町村数の

割合（県内２１市町村中） 
 平成２０年度：６６.７％(１４市町村)  → 平成２５年度：１００.０％ 

「子ども読書の日に関する取組予定調べ」（文部科学省）より
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【施策の方向】 

   ○引き続き、優秀実践校、図書館・団体(者）を表彰します。 

     ・表彰を受けた学校、図書館・団体(者)の名前を公表するだけでなく、その取組みが

わかるようＨＰに掲載したり、リンクさせたりする工夫を行います。 

     ・優れた実践を行っている団体の代表者や実践者を｢島根県子ども読書活動推進会議」

の委員に委嘱することなどにより、優れた実践の普及を促進します。 

 【実践事例】 

○松江市立図書館 

 昭和６１年６月の開館時から職員とボランティアが協力し、おはなしの会、立体童話上

映会、子どものつどい等、広く市内の子どもたちに親しまれる事業を実施している。また、

市内の幼稚園・児童クラブ等への月１回の配本や小学校等への団体貸出など、子どもの読

書推進のための貸出サービスも実施している。平成１５年度からは、新たに「語り手養成

講座」を開講してストーリーテリング（※５８）のボランティアを養成するなど、市民の子ど

も読書活動も支援している。さらに、この講座（第１期～４期）で養成したボランティア

により４つのおはなしサークルが結成され、図書館での毎月１回のおはなし会（ストーリ

ーテリング）の開催や「市立図書館お話出前」への協力参加など、養成と活動のシステム

ができており、よい事例となっている。加えて、平成１４年度から市内の中学生を対象に、

毎年夏休みと春休みに中学生ボランティア事業を実施している。配架や書架整理、本の修

繕、子どものつどいへの参加等を通じて、図書館に親しむ機会を提供するとともに読書の

楽しさを発見してもらうことを目的として行われており、特色ある取組みである。 

             （平成２０年度子どもの読書活動優秀実践図書館文部科学大臣表彰受賞） 

 

○おはなしの部屋（隠岐の島町） 

  昭和５９年秋、新しい公民館図書室の開設にあわせ、公民館からの呼びかけにより、子

どもたちが本好きになってほしいと願う主婦３名で発足。以来、毎週土曜日の午後、図書

室で幼児・小学校低学年の児童を対象とした絵本の読み聞かせ活動を中心に、七夕まつり、

クリスマス会等四季の行事における読み聞かせ、ブックトーク（※５９）、紙芝居などを行っ

てきた。平成１１年、町立図書館開館後は、活動の拠点を図書館に移し、同様に、図書館

の子ども読書活動を支えている。また、町内の全小学校１１校の朝読書の時間に読み聞か

せやブックトークに出かけている。同グループの積極的な活動が、町の図書館建設につな

がるなど、離島である隠岐地域の子ども読書関係ボランティアグループの核として活動を

続けている。     （平成２０年度子どもの読書活動優秀実践団体文部科学大臣表彰受賞） 
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○松江市古志原公民館 

 公民館にある図書室の機能向上を目指して、５年前より取組んでいる。室内を衣替えし、

開架図書の充実を図っている。図書購入予算の６～７割を児童図書にあて、親子の利用に

応えているが、本の選定は読書ボランティアに任せ、大型の絵本なども購入している。 

 公民館で乳幼児の子育て教室、市主催の定期検診や子育て相談などが行われるときは、

図書室から絵本を会場に移動させ、その場で借りられる取組みをしている。この実践は、

どの組織も予算が厳しいなか、工夫されたブックスタート事業として、参考になる活動と

いえよう。 

 また、公民館主催の「布の絵本」教室が開かれており、そこで製作された絵本やおもち

ゃは、公民館から子育て教室や保育所などに貸し出されている。また、公民館で展示し、

子どもたちが実際に触れることで、本に親しむきっかけ作りの役割を担っている。 

 古志原公民館は、「子ども広場」の実施場所として放課後の児童の居場所となっている

ので、その場にも本を整備している。静かに読書をしている子どもがいる一方、虫や球技

のルールを本で調べるなど、遊びの中では図鑑や解説書が活躍している。 

 年１回、読み聞かせや、お話会などを中心とした「図書祭」が開催され、子どもたちの

楽しみの一つになっている。地域に密着している公民館の取組は、大人にも子どもにも本

に接するきっかけを多くつくっている。 
 

○松江市立中央幼稚園 

 数年前より、子どもの読書活動の重要性に着目し、絵本コーナーの整備に取りかかる。

遊戯室の一角に畳と丸テーブルを備えた絵本コーナーを設置し、保護者の協力や園児の整

理により、子どもたちの生活の中に定着してきた。さらに、遊戯室よりも各教室に近いと

ころにも絵本コーナーを設置。テーブルとベンチを配置し、実際に本を手に取りやすい環

境を心がけている。ベンチでは一人で静かに読書を楽しむ子どもや、友達と同じ本を賑や

かに読んでいる姿が見られる。また、各教室にも絵本を備えているので、子どもたちは３

カ所で本を手にすることができる。 

 本の貸し出しは、週１回２冊まで認められているが、子どもが何の本を借りたかわかる

ように、子どもが選んだ本を保護者が確認してカードに記入する方法をとっている。親子

（賞 歴） 

【優秀実践図書館文部科学大臣表彰】  【優秀実践団体文部科学大臣表彰】 

平成１５年度        瑞穂町立図書館           安来親子読書サークル 

平成１６年度        西郷町立図書館           おはなし会トムテ 

平成１７年度        六日市町立図書館          ブックランド古志 

平成１８年度        かわもと図書館           大東町子ども読書会 

平成１９年度          該当なし            桜江町読書普及協議会子ども読書推進部
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で絵本が共通の話題となるような仕掛けがされている。 

  担任による読み聞かせが奨励されているほか、地域ボランティアが毎週水曜日に幼稚園

で活動している。幼稚園の教員が併設された小学校で読み聞かせを行うなど、絵本を通し

てつながりを持ち、幼小一貫教育の役割も果たしている。継続して読み聞かせを行うと、

集中力が身につき、本に興味を持つ子が増えたと、多くの教員が実感している。 

 

○みなと保育園（浜田市） 

平成１７年度より月１回の保育所体験特別事業の中で、地域の子育てをしている親子に

絵本に親しんでもらうために毎回絵本の読み聞かせを行っている。この事業の利用者が、

主に０歳から３歳前後であることを考慮し、島根県立図書館の「おすすめしたい子どもの

本」の中から、大人と子どもの共感関係をよびおこすもの、軽快なリズム感のある言葉が

でてくるもの、ストーリー性のある絵本などを中心に選んでいる。時には、絵本のお話の

中からパネルシアター、ペープサート、人形劇等の保育園独自の視聴覚教材を作り、実践

活動を試みている。 
 参加された親からは、自分の子が他の子と一緒に楽しそうに絵本を見ている姿を見て、

絵本が好きになり絵本に対する関心が高まったとの感想をいただいている。読み聞かせで

好評をいただいた絵本に関しては、市内にある同一法人の３ヶ園にも知らせ、小さい時か

ら絵本の読み聞かせが好きになってもらえるように読み聞かせの活動を行っている。 
 

○東出雲町立東出雲中学校   

平成１７年度に学校司書が配置され、学校図書館を「読書センター」として、また「学

習情報センター」としての充実に取り組んできた。平成１８年度に東出雲町が文部科学

省の「学校図書館支援センター事業」の指定をされたのを機に、町全体で人・情報・物

流のネットワーク体制が確立した。町内３小学校と連携して、図書館教育に取り組んで

いる。 

東出雲中学校は、学校司書の配置を機に、毎日の読書時間を「朝の読書」で確保した。

また、読書で得た言葉の力を基礎に、情報を活用する力を育てるために、ほぼ全教科の

授業で図書館が活用されている。こうした取組で、貸出数・図書館を活用した授業時数

とともに、読書意欲を支え信頼にこたえる図書館として、生徒たちの心に占める割合も

飛躍的に伸びた。現在、「昼休みにたくさんの生徒で賑わう学校図書館」と「人気の図

書委員会による読書集会」が新しい「東出雲名物」となっている。 

（平成２０年度読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰受賞） 

 

○飯南町立赤来中学校    

平成１０年度から全校一斉朝読書に取り組んでいるほか、「読書ノート」を活用した

読書指導を行っている。また、平成１８年度には、「新教育システム開発プログラム」
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の指定を受けたことを契機に、蔵書のデータベース化を行い、平成１９年度には、２教

室を統合した学校図書館を完成させ、学校図書館を活用した教科等の学習について、実

践研究に取組んでいる。さらに、教職員や保護者、学校図書館支援ボランティアが連携

協力して、読書活動を推進しており、成果を挙げている。 

（平成２０年度読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰受賞） 

 

○出雲市教育委員会図書政策課                               

 出雲市は６つの公共図書館の特性を生かしながら、市全体を見据えた新しい図書政策を

展開するため、図書政策課に事務・企画部門を集中させ、６館の総合調整や子ども読書活

動の推進等の図書施策に力を入れている。 
 子ども読書活動の推進には、学校図書館と公共図書館との連携が重要と考え、まず、

６つの公共図書館のネットワークを生かした図書の有効活用と団体貸出サービス（１ク

ラスあたり４０冊まで、期間は１ヶ月利用）の充実を図った。また、子どもたちが読書

の楽しさを知り、読書意欲や読む力を高めていくための、ストーリーテリングやブック

トークの専門的な知識や技術を学ぶ講座を開催し、人材（専門ボランティア）の育成を

進めている。さらに、講座修了生が学校からの依頼に応じる専門ボランティア（「おは

なしゆうびんやさん」）として活動できる体制を作り、人材の派遣を行い、ブックトー

ク等で紹介した本はクラスの人数分を用意して持っていくなど、その活動を支援してい

る。 

平成２０年４月からは市内全小中学校に「読書ヘルパー」を配置し、図書政策課内に

「学校図書館支援センター」を設置。学校からの相談や支援依頼等に対し、助言・情報

提供・研修会の開催など、「人のいる温もりのある学校図書館」をめざし取組んでいる。 

 

 

（賞  歴）   

 【読書活動優秀実践校文部科学大臣表彰】  

 平成１５年度   広瀬町立広瀬小学校  宍道町立来待小学校  出雲市立塩冶小学校 

           仁多町立三成小学校 

 平成１６年度   松江市立城北小学校  出雲市立稗原小学校 

  平成１７年度   浜田市立松原小学校  川本町立三原小学校  益田市立豊川小学校 

 平成１８年度   松江市立大庭小学校  斐川町立西野小学校  江津市立青陵中学校 

 平成１９年度   安来市立井尻小学校  出雲市立窪田小学校  川本町立川本西小学校 

   

※市町村名は、受賞当時。
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（４）優良図書の普及 

【現状及び課題】 

○ 県立図書館では推薦児童図書リスト「おすすめしたいこどものほん」「グループ用

目録」等を作成し、公立図書館、学校図書館等へ配布していますが、これらのより

効果的な活用方法が求められています。 

○子ども向け定例行事で使用したテーマ絵本のリスト等をＨＰにて公開しています。 

【施策の方向】 

○各種テーマ別図書リストを作成・配布し、ＨＰに掲載します。 

○県内公立図書館等で「おすすめしたいこどものほん」の巡回展示を行います。（再掲） 

 

（５）地域にかかわる読書啓発広報の推進 

【現状及び課題】 

○島根県立図書館のこどもしつ内に「島根県の本」コーナーを設置し、郷土資料室と

ともに、郷土に関する調べ学習等の支援に努めています。また、市町村や学校の図

書館でも郷土資料の収集、提供をしています。 

○ふるさと島根を愛する心を育てるために、地域の人材・文学を積極的に紹介してい

く必要があります。 

【施策の方向】 

○「子ども読書県しまね」を支え、島根県を愛する子どもたちを育てます。 

・県立図書館こどもしつの「島根県の本」コーナーを充実するとともに、「島根の児

童文学作家・作品紹介リスト」を作成しＨＰ上に公開して、ふるさとに愛着をもつ

子どもたちの育成を支援します。また、郷土資料のデジタル化をはかり、ＨＰ上で

紹介します。 

・島根県がすすめる「ふるさと教育推進事業」等、学校教育で図書館を利用した実践

事例を、司書教諭や学校司書等へ紹介し、地域に関わる読書啓発広報の推進を図り

ます。 
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用語解説 

※１ 教育基本法 
昭和 22 年制定の「教育基本法」の全部を改正し、平成 18 年 12 月 22 日に公布・施行され

た日本の教育に関する根本的・基礎的な法律。前文で「たゆまぬ努力によって築いてきた

民主的で文化的な国家を更に発展させるとともに、世界の平和と人類の福祉の向上に貢献

することを願う」とし、この実現のために教育を推進するとしている。これまでの教育基

本法の普遍的な理念を継承しつつ、新たに「公共の精神」の尊重、「豊かな人間性と創造性」

や「伝統の継承」を規定した。                                   

 

※２ 学校教育法 
日本国憲法、教育基本法の理念を受け、日本の六・三・三・四制の学校制度の基準を定め

た法律。平成 19 年 6 月 27 日に改正された。 

 

 ※３ 図書館法   
社会教育法の精神に基づき、図書館の設置及び運営に関して必要な事項を定め、その健全

な発達を図り、国民の教育と文化の発展に寄与することを目的とする法律。平成 20 年 6 月

11 日に改正された。 

 

※４ 文字・活字文化振興法 
平成 17 年 7 月 29 日に公布された法律。文字・活字文化の振興を総合的に推進するための

国や自治体の基本的責務を定めている。 

 

※５ 子どもの読書活動の推進に関する法律 
平成 13 年 12 月 12 日公布。子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、国及び地方

公共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項

を定め、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、子どもの健

やかな成長に資することを目的としている。 
                                                          
※６ 子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 
「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成 14 年 8 月に閣議決定された国の

基本計画。平成 20 年 3 月に第２次計画が策定された。 
 
※７ 情報リテラシー（情報活用能力） 
臨時教育審議会による「教育改革に関する第二次答申（昭和 61 年 4 月 23 日）において、

情報リテラシーとは情報活用能力（情報および情報手段を主体的に選択し活用していくた
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めの個人の基礎的資質）であるとされている。また、平成 10 年 8 月の「情報化の進展に対

応した教育環境の実現に向けて」（情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育

の推進等に関する調査研究協力者会議最終報告）では、今後の初等中等教育段階で育成す

べき「情報リテラシー（情報活用能力）」を以下のように整理している。 

(1) 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて、必要な情報を主体的に  

収集・判断・表現・処理・創造し、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力（情

報活用の実践力） 

(2) 情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と、情報を適切に扱ったり、自らの情報  

活用を評価・改善したりするための基礎的な理論や方法の理解（情報の科学的な理解） 

(3) 社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解し、情  

報モラルの必要性や情報に対する責任について考え、望ましい情報社会の創造に参画  

しようとする態度（情報社会に参画する態度） 

 
※８ 司書教諭  

「学校図書館法」第 5 条の規定に基づき、学校図書館の専門的職務に携わる職員で、教員

免許状を有し司書教諭講習を修了した教諭をもって充てる。「学校図書館法の一部を改正す

る法律」により、平成 15 年度から 12 学級以上の学校に配置されている。 
 
※９ 学校司書  

学校図書館の仕事に携わる事務職員の総称。 
 

※１０ ふるさと教育 
ふるさとへの愛着と誇りを持ち、美しいものや神秘的なものに感動する心豊かでたくまし

い子どもを育むことがねらい。地域の自然・歴史・文化・産業と言った教育資源を学習素

材にするとともに、地域の大人から話を聞いて学んだり、地域へ出かけて自然体験、ボラ

ンティア活動等の社会体験、生産体験、職場体験を積み重ねたりなど、地域の「ひと・も

の・こと」を活用した教育を年間 35 時間、県内すべての公立小中学校で実施している。                 
 
※１１ 放課後子どもプラン 
子どもを地域全体で育むという基本理念に基づき、地域の大人たちの力を結集し、放課後

や休日を健やかに過ごすことができる環境を保障し、地域での子どもの育ちを支える事業。

「放課後子ども教室推進事業」「放課後児童健全育成事業」をはじめ、子ども会、スポーツ

少年団などが地域の実態に応じて、相互の連携・協力し総合的・体系的推進を図る。                      
 
※１２ 親子読書  
家庭での読み聞かせ。絵本の読み聞かせによって親の言葉で子どもを包み、親子で絵本の
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楽しみをともにすること。親が子に、絵本や昔話などの言葉を通して語りかけることによ

り、子どもに愛を伝えることができる。親と子が共に絵本等にふれることで、子どもの心、

言葉、夢が育つ。昭和 54 年島根県教育委員会が策定した「島根県読書普及振興計画（昭和

54～60 年）」に、「親子読書」が盛り込まれ、子どもに対する読書普及事業として地域ぐる

みで普及活動の促進が図られたことがはじまり。 
 
※１３ 家読（うちどく） 
「家庭での読書」の略。朝の読書推進協議会などが提唱する活動で、「家族で読書の習慣を

共有」し、「家族みんなで好きな本を読んで、読んだ本について話す」ことを基本とするも

の。 

 
※１４ 司書 
「図書館法」第４条で規定された「図書館に置かれる専門的職員を司書とする」と規定さ

れている。公共図書館に置かれる、司書資格を取得した専門的職員をさす。 
 
※１５ 学校図書館活用教育 
「豊かな人間性」や「情報活用能力」を育成し、「生きる力」を培うことを目標に、学校の

カリキュラムに学校図書館の活用を統合した形で取り入れて進めていく教育。はっきりと

した定義はなされてはいないが、山形県の朝暘第一小学校などの先進的な取組みが注目を

集めるとともに、全国的な広がりを見せた。 
 
※１６ 学校図書館図書標準  
公立の義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整備を図る際の目標として設定され

たもの。平成 5 年 3 月の文部省初等中等教育局長通知による。 

 

※１７ ブックスタート 
乳幼児検診に参加したすべての赤ちゃんと保護者に、赤ちゃん向け絵本の入ったブックス

タート・パックを説明の言葉とともに手渡し、赤ちゃんと本の時間の楽しさを分かち合う

ことを応援する運動。 
 
※１８ 「ノーテレビデー」「ノーゲームデー」 
その日はテレビ及びゲームを見ない、しないという取組み。見ない、しないことでテレビ

や空いた時間を、読書や趣味、家族との団らんの時間に有効活用しようというのが狙い。                  
 

※１９ 子育てサポーターリーダー 
地域における育児相談や子育てサークルの支援等を行う子育てサポーターをまとめ、家庭
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教育支援方策等を企画するとともに、子育てサポーター等と共に家庭教育支援活動等を行

う。家庭の教育力の向上を図るための「地域における家庭教育支援基盤形成事業」の中心

的な役割を担う。子育てサポーターリーダーをはじめ関係者で構成する「家庭教育支援チ

ーム」を創設し、情報や学習機会の提供、相談体制の充実をはじめとするきめ細かな家庭

教育支援を行うことにより、地域全体で家庭教育を支えていく基盤の形成を促進する。                  
 

※２０ しまね家庭の日 

昭和 41 年 9 月、「青少年育成島根県民会議」が発足。当初から毎月第３日曜日を「家庭の

日」として様々な活動を展開。平成 14 年 5 月、現行の「しまね家庭の日」県民運動推進基

本方針を策定し、毎月第３日曜日を「しまね家庭の日」として提唱。ただし、市町村民会

議は、地域の事情により月１回都合の良い日を指定して実施可としている。                              
 
※２１ 読書普及指導員 
島根県読書普及振興計画を策定した昭和 54 年より県立図書館に配置。市町村の求めに応じ

て、親子読書等、読書普及のすすめ方について、指導及び助言を行う専任職員。 
 
※２２ ＮＰＯ法人 
ボランティア活動などの社会貢献を行う、営利を目的としない団体の総称。 
 
※２３ 公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準 
「図書館法」第 18 条に基づき、平成 13 年 7 月に文部科学省が告示した公立図書館の運営

等に関する基準。都道府県立図書館の運営の基本として、（１）市町村立図書館への援助、

県内図書館間の連絡調整。（２）図書館未設置市町村への援助。（３）住民の直接利用体制

の整備。（４）社会教育施設・学校等との連携。の４点を掲げている。 
 
※２４ 学校支援地域本部事業 
学校・家庭・地域の連携協力を強化し、多くの地域住民が、学校教育を支援することで、

子どもに多様な体験の機会を増やし、教員がより教育活動に専念できる体制を作る事業。

子どもたちには規範意識、コミュニケーション能力の向上が、地域住民には自らの知識や

経験を活かす場が広がることが期待される。 
 
※２５ しまね子どもの読書等推進の会 
子どもの読書環境及び読書活動に関心のある者の連携と資質の向上を図り、県内における

子どもの読書活動等の推進に寄与することを目的として平成 13 年に設立された。現在、県

事務局と 10 支部の組織を持ち、会員数は 379 人（平成 20 年 4 月現在）である。 
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※２６ 子どもゆめ基金  
国と民間が協力して子どもの体験・読書活動などを応援し、子どもの健全育成の手助けを

する基金。 
 
※２７ 子ども読書応援プロジェクト  
国が、子どもや保護者が身近な地域において、自ら参加・体験して読書の重要性等を実感

できる取組みを広く推進することを目的として実施するプロジェクト。「子ども読書応援団

推進事業」（子ども読書応援団の派遣、ボランティアリーダー育成、オーサービジット事業

推進、取組の調査研究）、「子ども読書地域フロンティア事業」（気運醸成、フェスティバル

の実施等）、「子ども読書情報ステーション事業」（普及啓発）の３つの事業を展開している。

平成 20 年度は県内６市町で実施。 
  

※２８ ヤングアダルト 
主に 10 代の読者あるいは利用者を、児童と成人の中間に位置し独特の配慮を要する利用者

として図書館等で意識して呼称するときに使う用語。 
 

※２９ レファレンスサービス 
参考業務ともいう。利用者の求めに応じて図書館職員が資料の検索・調査や提供などのサ

ービスを行うこと。 
 
※３０ ライトハウスライブラリー  
社会福祉法人 島根ライトハウス ライトハウスライブラリーは、松江市にあり、視覚障

害者への点字・音声図書の貸し出しや情報提供、リハビリを行う施設。 
 
※３１ 大活字本  
弱視者、高齢者のために、大きな活字で印刷された本。 
 
※３２ 総合的な学習の時間 

国際化や情報化をはじめとする社会の変化をふまえ、子どもの自ら学び自ら考える力など 
の全人的な生きる力の育成を目指して平成 10 年（高等学校は平成 11 年）告示の学習指導

要領において新設された時間。各教科等の学習で得た個々の知識を結びつけ、総合的に働

かせることができるようにすることを下記の内容を実施する。 
（１）地域や学校、子どもたちの実態に応じ、学校が創意工夫を生かして特色ある教育活

動を行う。 
（２）国際理解、情報、環境、福祉・健康など従来の教科をまたがるような課題に関する

学習を行う。 
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※３３ おすすめしたいこどものほん 
島根県立図書館、島根県公共図書館協議会、島根県読書推進運動協議会の３団体で年１回

作成・発行している児童図書リスト。「最近刊行された本」「ながく読みつがれた本」「小学

生向き」の３種類からなる。 
 
※３４ パスファインダー 
情報を探索するときの道しるべ。ある主題に関する資料・情報を収集する際に、関連資料

の探索方法を一覧できるリーフレットのこと。 
 
※３５ 町村図書取次施設 
図書館未設置町村における公民館図書室等で、その地域の中心となる読書施設のこと。 
 
※３６ 県立図書館機能強化事業 

子ども読書活動を促進するため、県立図書館の使命である（１）学校図書館への支援（２）

専門的知見に基づく人材養成を重点的に強化するとともに、（３）「読書普及の総本山」で

ある県立図書館の直接サービス（開館日・開館時間）を改善することにより、図書館関係

者・読書ボランティア等の志気高揚と図書館利用の促進を図るための事業。 
 
※３７ 学校司書等配置事業 
読書活動の推進及び学校図書館の効果的な活用・運営を図るため、市町村の学校司書等配

置を支援し、もって、学校図書館機能の充実を目指すことを目的とした事業。小・中学校

に学校司書等を配置する市町村に対して財政的支援を行う。 
 
※３８ 読書ヘルパー 
平成 20 年度より出雲市教育委員会が、図書館担当の教職員や読書ボランティアと連携し子

どもの読書活動推進につなげるため、市内すべての公立小中学校に、読書に特化した「読

書ヘルパー」を一人ずつ配置。活動内容は、貸出や返却に伴う図書の整理や、本の紹介、

図書を使う調べ学習の補助、読み聞かせなど。 
 
※３９ 学校図書館の現状に関する調査 

文部科学省が、学校図書館の人的整備状況、物的整備状況、読書活動の状況を把握するた

めに実施する全国調査。 
 
※４０ デイジー図書 

視覚障害者や普通の印刷物を読むことが困難な人々のために開発された、デジタル録音図

書のこと。主な記録媒体はＣＤ―ＲＯＭで、点字図書館や一部の公共図書館で貸し出しさ
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れている。 
 
※４１ 「読書センター」 
学校図書館が、日々の生活で児童生徒が読書を楽しむ場であり、また豊かな感性や情操を

育む読書指導としての機能を果たすこと。 
 
※４２ 「学習・情報センター」 
学校図書館が、児童生徒の自発的・主体的な学習活動を支援する場であり、また必要な情

報を収集・選択・活用できる場としての機能を果たすこと。 
 
※４３ 学校図書館司書教諭講習 

「学校図書館法」第 5 条 3 項の規程に基づき、学校図書館の専門職務を掌る司書教諭を育

成するため、大学・教育委員会等が文部科学大臣の委託を受けて実施する講習。「学校図書

館司書教諭講習規程」により、受講生は必修 5 科目 10 単位を修得することで「修了証書」

が授与される。島根県では高校教育課が主管となり、毎年夏季休業中に２科目４単位ずつ

講習を行っている。 
 
※４４ 放送大学の学校図書館司書教諭講習 
上記講習を、放送大学が主管となって行う通信制の講習である。5 科目 10 単位の講座を開

講している。 
 
※４５ データベース化 
「論文、数値、図形その他の情報の集合物であって、それらの情報を電子計算機を用いて

検索することができるように体系的に構成したもの」と、「著作権法第 2 条 10 の 3」で定義

されている。 
 
※４６ 学校図書館活用講座 
「学校図書館担当者が、効果的な学校図書館の運営方法について必要な知識や技能の習得

を図る」ことを目的に、松江教育センター主管で行っている講習。実践発表や、情報交換、

研究協議も取り入れた内容となっている。 
 
※４７ ｗｅｂＯＰＡＣ（ウェブオーパック） 
ＯＰＡＣとは「Ｏｎｌｉｎｅ Ｐｕｂｌｉｃ Ａｃｃｅｓｓ Ｃａｔａｌｏｇｕｅ」の略

で、オンラインでアクセスできる図書館の蔵書目録データベースのこと。Ｗｅｂ上にＯＰ

ＡＣを公開し、インターネットを通じて自宅のパソコンや携帯電話から利用できることを

目的としたシステム。 
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※４８ 島根県子ども読書活動推進会議 
「島根県子ども読書活動推進計画」の達成に向けて、県、市町村、学校、図書館、民間団

体等からなる委員が、関連施策や活動状況等の協議や情報交換など、成果の検討と評価を

行い、諸施策の推進を図る会議。 
 
※４９ ふるさと納税制度 
「ふるさとを応援したい」という思いを持っている人が、「ふるさと」と思う自治体に寄附

した場合に個人住民税から寄附金を控除する制度。島根県では寄附金を活用する事業を８

事業とし、その一つに「子どもの読書活動の促進に関する事業」を選定している。                        
 
※５０ 国民読書年 
平成 20 年 6 月、衆参両院は本会議で、2010 年を「国民読書年」と定める決議を全会一致

で採択した。決議は「文字・活字を受け継ぎ、更に発展させ、心豊かな社会の実現につな

げていくことは、今の世に生きる我々が負うべき重大な責務」と明記した。また、「我が国

でも『活字離れ』と言われて久しく、年齢層を問わず、読書への興味が薄れていると言わ

ざるを得ない」と指摘。この現状を受け止め、05 年の「文字・活字文化振興法」制定から

5 年にあたる 10 年を「国民読書年」と定めることとし、「政官民が協力し、国をあげてあら

ゆる努力を重ねる」とした。 

 
※５１ 子ども読書の日 
4 月 23 日。国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子

どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、「子どもの読書の推進に関する法律」に

よって制定された。 
 
※５２ 読書週間  
昭和 22 年、まだ戦火の傷痕がいたるところに残っているとき、「読書の力によって、平和

な文化国家を作ろう」という決意をひとつに、出版社、取次会社、書店と公共図書館が力

を合わせ、新聞・放送のマスコミ機関も加わって 11 月 17 日から開催された。翌年の第２

回からは、文化の日を中心とした２週間と定められ、今日に至る。 
 
※５３ しまね教育の日 
平成 14 年制定。11 月 1 日をしまね教育の日とし、教育に対する県民の意識を高め、日本国

憲法および教育基本法の精神にのっとり、教育の充実と発展を図るとともに、島根を愛し

ふるさとに誇りをもつ子どもたちを育むために制定された。 
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※５４ 国際子どもの本の日 
1966 年、イエラ・レップマンが、世界各国で、子どもの本を通じて国際理解を深めるため

に、毎年、ハンス・クリスチャン・アンデルセンの誕生日である４月２日を「国際子ども

の本の日」とし、この日には、各国でお祝いをしたり、特別の催しを行ったりして、子ど

もの本に対する一般の関心を呼び起こすことを提案した。ＩＢＢＹ（国際児童評議会）は、

この提案を受けて 1967 年よりこの日を正式に祝うことにした。 
 
※５５ こどもの読書週間 
4 月 23 日から 5 月 12 日、子どもの日を中心とした３週間。昭和 34 年から、子どもの読書

を進める目的で社団法人読書推進運動協議会（構成団体：日本書籍出版協会、日本雑誌協

会、教科書協会、日本出版取次協会、日本書店商業組合連合会、日本図書館協会、学校図

書館協議会）が、子どもたちに、よい本やよい雑誌に親しむことをすすめ、読書の楽しみ

や喜びを知らせ、正しい読書の習慣を身に付けさせることをねらいとして定めた。 
 
※５６ 学校図書館の日  
6 月 11 日。平成 7 年に「学校図書館法改正案」が施行されて、12 学級以上の小中学校に司

書教諭を配置することが義務づけられたことを記念して定められたもの。 
 
※５７ しまね教育ウィーク  
島根県の未来を託す子どもたち健やかな成長は、家庭、地域、学校が一体となった取組み

をしなくてはならない。平成 14 年度の県議会で、11 月 1 日が「しまね教育の日」と制定さ

れた。県教育委員会では、「しまね教育の日」から一週間を「しまね教育ウィーク」として

取組み、フォーラムを開催したり、学校や社会教育施設等での積極的な取組みを奨励した

りしている。 
 
※５８ ストーリーテリング 
図書館、学校、公民館等で、本などを用いず、実施者が口頭で覚えている「お話」を語る

児童サービス。 
 
※５９ ブックトーク 
図書館、学校、公民館等で、実施者があるテーマの元に何冊かの本を集め、子どもたちの

前でそれらを順序よく紹介することによって、子どもと本を結びつける児童サービス。 
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「学校図書館の現状に関する調査」より
【公立】
（１）　全校一斉の読書活動の実施状況

始業前に実施 授業中に実施
昼休み・放課
後に実施

その他

248 247 0 0 1

92 89 1 0 2

0 0 0 0 0

小学部 0 0 0 0 0

中学部 0 0 0 0 0

高等部 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

        全校一斉の読書活動の実施頻度

毎日実施 週に数回実施 週に１回実施
月に数回程度
実施

その他

57 130 52 4 5

83 2 0 1 6

0 0 0 0 0

小学部 0 0 0 0 0

中学部 0 0 0 0 0

高等部 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

（２）　読書活動推進のための取組状況

図書の読み聞
かせやブック
トークを実施

読書感想文コ
ンクールを実
施

その他

198 186 71 30 42

63 27 48 11 5

1 0 1 0 0

小学部 0 0 0 0 0

中学部 0 0 0 0 0

高等部 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
中等教育学校

高等学校

前期課程

後期課程

必読書・推薦
図書を定めて
いる学校数

内訳（複数回答可）

読書活動推進の
ための取組を実
施している学校数

特別支援学校

高等学校

中学校

特別支援学校

小学校

特別支援学校

中等教育学校

小学校

中等教育学校
前期課程

後期課程

【読書活動の現状（平成１９年５月１日現在）】

前期課程

後期課程

中学校

全校一斉の読書
活動を実施してい
る学校数

内訳

小学校

中学校

高等学校
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【読書活動の現状（平成１９年５月１日現在）】

（３）　ボランティアの活用状況

配架や貸出・
返却業務等、
学校図書館運
営の支援

学校図書館の
書架見出し、飾
りつけ、図書の
修繕等支援

読み聞かせ、
ブックトーク
等、読書活動
の支援

学校図書館の
地域開放の支
援

その他

226 19 58 224 0 3

17 4 6 12 0 2

0 0 0 0 0 0

小学部 0 0 0 0 0 0

中学部 0 0 0 0 0 0

高等部 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

（４）　公共図書館との連携状況

公共図書館資
料の学校への
貸出

公共図書館と
の定期的な連
絡会の実施

公共図書館司
書等による学
校への訪問

その他

197 188 20 29 2

37 34 7 5 2

1 1 0 0 0

小学部 0 0 0 0 0

中学部 0 0 0 0 0

高等部 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

（５）　学校図書館の地域開放状況

土曜日・日曜
日・祝日のい
ずれかに開放

放課後に開放
授業を行って
いる時間帯に
開放

その他

32 1 12 11 16
4 0 1 2 2

0 0 0 0 0

小学部 0 0 0 0 0
中学部 0 0 0 0 0
高等部 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

　　　学校図書館を地域開放していない理由

58 164 100 10
30 73 42 9
1 1 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0
0 0 0 0

中等教育学校

中等教育学校

前期課程
後期課程

中学部
高等部

小学部

中学校
高等学校

特別支援学校

小学校

前期課程
後期課程

中学校

高等学校

特別支援学校

後期課程

中学校

小学校

中等教育学校
前期課程

特別支援学校

公共図書館との
連携を実施してい
る学校数

小学校

中等教育学校

ボランティアを活
用している学校数

内訳（複数回答可）

高等学校

前期課程

後期課程

学校図書館を地
域住民に開放して
いる学校数

内訳（複数回答可）

学校の安全対策
上の事情

開放の際に必
要な人的な配
置ができない

その他

小学校

中学校

高等学校

特別支援学校

内訳（複数回答可）

近隣に公立図
書館など地域
住民が利用で
きる図書館が
あり、開放す
る意義が薄い
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島根県子ども読書活動推進会議設置要綱

（設置）

第１条 島根県子ども読書活動推進計画に基づく、子どもの読書活動に関する施策の計画

的な推進を図るため、島根県子ども読書活動推進会議（以下「推進会議」という。）を

設置する。

（所掌事務）

第２条 推進会議は、次の事項を所掌する。

一 島根県子ども読書活動推進計画の策定に関すること。

二 島根県子ども読書活動推進計画の進行管理に関すること｡

三 その他必要な事項に関すること。

（組織）

第３条 推進会議は、別表に掲げる者を構成員とする。

２ 委員長は、構成員の中から互選する。

３ 副委員長は、構成員の中から互選し、委員長に事故ある時はその職務を代行する。

４ 推進会議は、委員長が招集し、議長を務める。

５ 議長は、必要があると認めるときは、構成員のうち、あらかじめ指名する者をもっ

て会議を開催することができる。

６ 議長は、必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求めることができる。

７ 推進会議に、必要に応じてワーキンググループを設置することができる。

（ワーキンググループ)

第４条 ワーキンググループは、子ども読書に関係する別表の島根県及び島根県教育委員

会関係各課等の担当者をもって構成する

２ ワーキンググループは、島根県子ども読書活動推進計画の策定及び進行管理に関す

ることを協議する。

３ ワーキンググループの庶務は、島根県立図書館において担当する。

（任期）

第５条 委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。

２ 委員は、再任されることができる。

（庶務）

第６条 推進会議の庶務は、島根県教育庁生涯学習課において担当する。

（その他）

第７条 この要綱を定めるもののほか、推進会議の運営に関し必要な事項は、委員長が別

に定める。

附則

この要綱は、平成２０年５月１５日から施行する。
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島根県子ども読書活動推進会議委員
任期：平成20年6月2日～平成22年6月1日

選出区分 氏 名 所属・役職名

学識経験者 堀川 照代 島根県立大学短期大学部教授

学校教育関係者 幼稚園 立脇 美晴 島根県国公立幼稚園長会長(中央幼稚園)

〃 保育所 竹内千恵子 島根県保育協議会長(あすなろ保育園)

〃 小・中学校 烏田 勝信 島根県学校図書館協議会長(赤来中学校)

〃 高等学校 石飛 静雄 島根県高等学校図書館研究会長(大田高校)

〃 特別支援学校 白石 隆子 島根県特別支援学校教育研究会長
(緑が丘養護学校)

公立図書館関係者 飯塚 夕起 出雲市教育委員会図書政策課
子ども読書推進係長（出雲中央図書館）

学校図書館関係者 原田由紀子 東出雲町教育委員会
学校図書館支援センタースタッフ

社会教育関係者 竹谷 強 島根県公民館連絡協議会長代理
(松江市古志原公民館長）

島根県読書推進運動 今井 直樹 島根県読書推進運動協議会副会長
協議会関係者

読書ボランティア関係者 岡本 茂子 桜江町読書普及協議会子ども読書推進部

読書ボランティア関係者 秋庭ゆみ子 おはなしの部屋代表
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